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深層学習の発展により低次元データ
から高精細な画像を生成できるよう
になりつつあります。しかし、生成
する際にコントロールできることは
限定的で好みの画像を創ることは困
難でした。本研究では属性を階層的
に選びながら画像生成できる機構を
考案し、この問題に対処しました。

属性の階層的表現を人手で与えよう
とすると、詳細なラベル付けが必要
で大変です。そこで、本研究では、
教師データなしまたは最上位層の教
師データだけで下位層の表現を自動
発見できるアルゴリズムを考案しま
した。これにより、手間を増やすこ
となく高い表現力を獲得できます。

本技術は、深層生成モデルの代表的
な一つであるGANの自然な拡張であ
り、画像生成だけにとどまらず、音
声などの他のメディアデータの生成
への応用も期待されます。また、得
られた階層的表現は生成だけではな
く、検索・編集・変換などの他タス
クで活用することも可能です。
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Creating favorite images with selective decisions
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選んで創るお気に入りの画像

～DTLC-GANを用いた画像の階層的理解・生成制御～

目的：お気に入りの画像を 「選んで」 創る

方法：DTLC-GAN 「詳細なカテゴリはデータから学習 （教師ラベル不要）」

多種多様な候補

…
どうやって

お気に入りの

画像を創る？

② ラフな選択

③ 詳細な選択

① 乱数を入力「メガネ」の種類

を階層的に選択

画像生成器

属性を階層的に選びながら画像を生成※

ラフなカテゴリ←「教師ラベル」

（例：メガネの有無）

詳細なカテゴリ←「データから学習」

（例：サングラス，細縁メガネ…）
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階層的
カテゴリ分類

展開：ベーシックな技術で様々な応用が可能

展開①：音声などの他のメディアデータの生成 展開②：検索・編集・変換

Decision Tree Latent Controller Generative Adversarial Networks 
CVPR 2018 (to appear) [2]

DTLC-GAN
※具体的な意味はデータ

から見つけ出すことが必要

※同様にして「表情」の選択や「髪型」の選択も可能

http://www.kecl.ntt.co.jp/people/

kaneko.takuhiro/projects/dtlc-gan/

メガネを
かけた顔画像
を創りたい！


